
第Ⅴ部門　　　　長期間供用した路面の骨材表面の再現方法に関する検討
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１．はじめに

　アスファルト舗装は，長期間供用していくと，ひび割れ，わだち掘れ，平たん性などの路面性状が低下し，

最終的には舗装を打換えることになる．維持管理費が大きく削減された昨今では，耐久性の高い舗装材料が

開発され舗装の長寿命化に貢献している．しかし，長寿命化された舗装は，これまで以上に超長期間供用さ

れることが予想され，従来とは異なった新たな損傷が生じてくることが懸念される．

　舗装には，様々性能が要求されるが，車両の走行安全性からみると路面のすべり抵抗は重要な項目の一つ

である．路面のすべり抵抗は，舗設後，骨材表面に皮膜されたアスファルトが車両の走行に伴いはく離する

ことで一端が上がり，その後，骨材自身がすり磨かれ抵抗が低下するといわれている．しかし，骨材がすり

磨かれすべり抵抗が極端に低下するまでに，舗装は打換えられているのがこれまでの現状と考えられる．

　長寿命化された舗装では，この骨材のすり磨きによるすべり抵抗の低下が課題となると予想されることか

ら，骨材のすり磨き状況やすべり抵抗の評価方法，骨材のすり磨かれた舗装路面の再現方法などを検討した．

２．使用材料

　骨材は，国内のアスファルトプラントで使用されている骨材の他に国

内で入手可能な骨材，人工骨材を 30 種類程度集め，その中から岩種，

産地が異なる 12 種類の骨材を選定した．選定した骨材とその材料試験結

果を表 -1に示す．なお，同一の岩種については，産地が異なるものである．

３．評価方法の検討

　長期間車両の走行によりすり磨かれた路面を観察すると，路面に現

れている骨材は写真 -1 のように表面の凹凸が無くなり玉石のように丸

くなっている．これが，さらに進行すると，すべり抵抗が大きく低下す

ると予想される．骨材の研磨抵抗の評価には，ラベリング試験機を用い

た促進研磨試験，PSV や AAV 用研磨試験機などを使用した BPN，原石

BPN，PSV，AAV などによる評価 1)2) がある．しかし，これらの試験方

法による路面は骨材は平らな状態となるように削られていったり，丸み

を帯びるまで磨くとなると数ヶ月から数年と膨大な時間が必要となる．

また，骨材そのものの評価では，骨材損失量を用いる場合もある．
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表 -1　選定した骨材の材料試験結果

写真 -2　ポットミルの外観

写真 -1　路面の状況
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　このため，骨材が丸みを帯びた路面を室内試

験により再現するため，まず初めに舗装路面の

供試体を作製し，ゴム板やゴムタイヤにより路

面供試体をすり磨いた．しかし，写真 -1 のよう

な路面を再現するまでには至らなかった．次に，

骨材そのものを丸く磨くことに着目し，玉石を

加工して作るように骨材どおしを擦り合わせる

方 法 と し て， ポ ッ ト ミ ル（写真 -2） を 用 い た．

骨材のすり磨き時間は，骨材の骨材損失率を考

慮し 30 時間とした．写真 -3 は，ポットミルで

すり磨いた骨材の一例である．すり磨いた骨材

は，表面の小さな凹凸がなくなり，骨材の角が

丸みを帯びた状態となり，長期間供用した路面

で見られる骨材の形状に近い．すべりの評価は，

一つの骨材単独ですべり抵抗を計測す

ることは困難であることから，すり磨

いた後の骨材を，粗骨材の促進研磨試

験のように平面に敷き並べ（写真 -4）

BNP を測定することで，すり磨いた骨

材のすべり抵抗とした．

４．各骨材のすべり抵抗

　表 -1 の 12 種 類 の 骨 材 に つ い て，30 時 間 す り

磨いた後の骨材損失率と，すり磨き前後の BPN

を図 -1 に示す．横軸は，骨材損失率が小さい骨

材順に示している．この図から，骨材損失率とす

べり抵抗の低下との間には関係がないことがわか

る．たとえば，骨材損失率が 17% 前後の石灰岩 A

と硬質砂岩 A とを比較すると，同等の骨材損失率

にもかかわらず，BPN は，石灰岩 A が大きく低

下している．写真 -3の 30 時間後から判るように，

すり磨いた後の骨材形状や表面状態は，硬質砂岩

A に比べ，石灰岩 A の方がなめらかであり，表面のテクスチャが明らかに異なっている．すなわち，骨材

損失率の大きい骨材が，すべりやすい骨材であるとは一概にいえない．

　路面のすべりを骨材から評価する場合には，骨材損失率のみではなく骨材表面のテクスチャや路面のテク

スチャを評価することが重要であると考える． 

５．まとめ

　舗装用骨材の供用後のすべり抵抗を評価する試験方法として，ポットミルによる骨材のすり磨きを試み

た．骨材を，この手法ですり磨くことにより，長期供用後の路面で見られる骨材が丸みを帯びた状況に近づ

けることができた．今後は，骨材表面のマイクロテクスチャや路面のマクロテクスチャなども考慮しながら，

長期供用後の路面のすべり性状やすべり対策について検討していく考えである．

写真 -3　すり磨き前後の骨材

硬質砂岩 A（左：すり磨き前，右：30 時間後）

石灰岩 A（左：すり磨き前，右：30 時間後）

写真 -4　すべり抵抗測定用試験片の作製状況
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図 -1　各骨材の損失率とすべり抵抗値の変化
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